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財務会計基準機構の Web サイトに掲載した情報は、著作権法及び国際著作権条約をはじめ、その他の無体

財産権に関する法律並びに条約によって保護されています。許可なく複写・転載等を行うことはこれらの

法律により禁じられています。 

議事要旨(2) 欧州財務報告諮問グループ（EFRAG）事業モデルに関するリサーチ・ペーパー

へのコメント対応について 

 

冒頭、関口委員より、欧州財務報告諮問グループ（EFRAG）による事業モデルに関するリ

サーチ・ペーパーへのコメント・レター（案）の概要について説明がなされた。説明に対

する委員からの主な意見及び質問と、それらに対する事務局からの回答は次のとおりであ

る。 

 

 ある委員より、コメントレター（案）の趣旨に同意するというコメントが示された上

で、字句修正について提案がなされた。また、同委員から、コメントレター（案）で

は「観察可能性や検証可能性は、測定に関する概念レベルの議論では必須の要件でな

い」という趣旨の記載があるが、当該記載はどのような意図かとの質問がされた。 

これに対して、事務局からは、金融商品のように、資産が使用されて将来キャッシ

ュ・フローに寄与する方法を経営者の判断によって容易に変えられるような場合には

観察可能性及び客観性は重要な概念であるが、有形固定資産のように、保有目的が自

明なケースもあり、全ての基準にこうした概念を取り入れる必要はないという趣旨の

コメントであるとの回答がなされた。 

 

 ある委員より、有形固定資産のように保有目的が自明であれば、観察可能性及び客観

性の概念は必須ではないとの発言があったが、これはどのような趣旨かという質問が

なされた。 

これに対して、事務局からは、例えば工場について用途を変更しようとしても多額

のコストがかかるため、将来キャッシュ・フローに寄与する方法を変更することに実

質的な制約があり、こうした場合、保有目的の判定に関して観察可能性及び客観性の

概念を基準で要件とすることは必須ではないと考えられるという回答がなされた。 

 

以 上 


